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こじままじこ (小島裕子) 

 

「暑い暑い」、「外に出るのが辛い」などと言いながらも、夏には夏の楽しみがあり

ます。旅に出たり花火を観たり浴衣を着たり暑気払いをしたり・・・。そして、エ

アコンの効いた部屋での読書も夏の愉しみのひとつです。 

今月は「回文」と「二文字しりとり」の二本立て。 

ポストシリーズ、今月はお休みです。 

 

 

【回文】 

 

まあすでたべたですあま （マアス（火星）で食べたで、すあま） 

 

ひるねにわにぼつとうゆうゆうとつぼにわにねるひ 

 (昼寝にワニ没頭、悠々と坪庭に寝る日) 

 

いいこのしごとよわたしがしたわよとごしのこいい 

    （いい、この仕事よ、私がしたわよ、戸越の娘言い） 

 

ねぎすいかねだんははんだねかいすぎね  

（ネギ、スイカ、値段は半だね買い過ぎね） 

 

よるのみみずくしほうからかわいいわからかうほしくずみみのるよ 

    （夜のミミズク、四方から可愛いわ、からかう、星屑耳乗るよ） 

 

 

 

【二文字しりとり】 

【寝付けぬ夜】 

星
ほし

がキラキラ
き ら き ら

    煌めく夜中
よ な か

    なかなか寝付けず
ね つ け ず

 

削れる
け ず れ る

時間
じ か ん

    考え
かんがえ

あれこれ・・・   これで止
や

めよう 

ようやく寝つき
ね つ き

   月
つき

は西空
にしぞら

   空
そら

は薄赤
うすあか

   暁
あかつき

の星
ほし

 

                          （先頭に戻る） 


